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1988；永戸・島井 1998, 2010；森廣ほか 1999； 




















岡田真次 1）・近藤博史 2）・磯谷達宏 3）


























































（地形図は国土地理院 2万 5千分の 1地形図「七保」から抜粋加工，毎木調査区の位置図の等高線間隔は 5m．）
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土地分類基本調査 （山梨県 1991） によると、尾
根沿いでは乾性褐色森林土 （BA型、BB型、BC
型に相当する土壌）、斜面部や谷沿いでは褐色



















































































































































































































































































































































































種分析 （IndVal: Dufrene and Legendre 1977） に
よって抽出した。徴標種の結果は、IndVal値が








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（優占種判定法 （Ohsawa 1984） により各調査区における優占樹種を算出．）
ஏܙܗ ௒ࠬஏ ༑ઐधझ਼ ୊̏༑ઐधझ ୊̐༑ઐधझ ୊̑༑ઐधझ ୊̒༑ઐधझ ୊̓༑ઐधझ ୊̔༑ઐधझ ୊̕༑ઐधझ ୊̖༑ઐधझ
έϨ ϔψ ϝθψϧ     
       
ϔψ ϝθψϧ έϨ ΢ϊϔψ γϭεώ ϝϢϜδέϧ  
       
ϔψ ΢ϊϔψ ϝθψϧ ϙλΦΩΦυ    
       
ϝθψϧ ΨΨϢϜδέϧ ΢ϊευ     
       
΢ϊϔψ       
       
ϔψ ΢ϊϔψ      
       
΢ϊϔψ       
       
΢ϊϔψ       
       
΢ϊευ έϨ ϔψ ϝθψϧ ΠθΫψε   
       
ϔψ ΢ϊϔψ ΤϧΰΦϱαΤΩΦυ γϭεώ ϙλΦΩΦυ ϐφςώΩΦυ αύΤοϭΩΦυ ϙΨόΫ
       
ϔψ ΤϧΰΦϱαΤΩΦυ ΢ϊϔψ ύΤοϭΩΦυ    
       
ϔψ       
       
Πγξ ϝθϟ φοόΫ ΢νϢΩΦυ    
       
ϝθΫ γϭεώ ΨΨ΢νϢϟ΢ΰς ϝϢϜδέϧ εΨζ ϙλΦΩΦυ έϜευ 
       
ϙΨόΫ ΨΨ΢νϢϟ΢ΰς ϝθΫ     








































































































































































































































































多かったのは、北西向き斜面 （NW ： 315-360°）
で85本であった。次に西北向き斜面 （WN ： 
270-315°） で77本、北東向き斜面 （NE ： 0-45°）
で74本出現した。最も少なかったのは東南向













































つ い て は、DBH1～15cmの 樹 木 が 多 く、
DBH15から100cm以上まで連続的に分布して





















































































































































































































































































































































































































































































































（NE＝北東向き斜面 : 0-45°, EN＝東北向き斜面 : 45-90°, ES＝東南向き斜面 : 90-135°, SE＝南東向き斜面 : 135-180°, SW＝南西向









































































































































































































































（Sakai and Ohsawa 1993, 1994 ；Hara et al. 1996 ；






樹木分布に着目した研究は多い （Sakai and 
Ohsawa 1993, 1994；Hara et al. 1996；Nagamatsu 
and Miura 1997；Enoki 2003；澤田ほか 2005；
Ito et al. 2007；伊藤ほか 2012；小川・沖津




根型地形 （小川ほか 2008） にブナの分布がみら























































































































































1993, 1994 ；Homma et al. 1999；Homma 2001；
Shimano 200；島野2007）。このような太平洋
型ブナ林における多様な樹種の共存について、
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